
 

 
新型コロナワクチン接種が始まりました 

総合水沢病院はワクチン接種において胆江地

区の基本型接種施設となっています。ファイザ

ー製のワクチンは-75℃程度での保管が必要で

あり、当院には 2 月 9 日に県内で最も早く専用

冷凍庫が届きました。3 月 12 日に医療従事者

優先接種用のワクチンが届き、15 日から当院職

員への接種を開始するとともに、各連携型接種

施設へのワクチン分配も行っています。 

 ワクチン接種は日本

のみならず世界規模で

行われていますが、新

しいタイプのワクチン

を全国民対象に行って

いくため課題も多くあります。インフルエンザ

ワクチンでは冷蔵保存可能で、１バイアル（容器）

あたり 2 人分になります。65 歳以上の方が市

町村から接種券が送られ、基本的には予約不要

で受診したついでに接種していく方が多いです。 

一方で新型コロナウイルスワクチンは-75℃

という超低温での移送が必要です。1 バイアル

（容器）あたり 5 人分であり、ワクチンのロス

を最小限にするために完全予約制になります。

奥州市では 65 歳以上の方が約 4 万人おり、高

齢で自分で予約を取ることが難しいことも想定

され、予約の方法をどうするか、施設入所者に対

して施設を巡回して接種するにはどうするか。

頭痛、倦怠感などの副反応が比較的生じやすく、

職員に一斉に接種を開始して大丈夫か。新しい

タイプのワクチンに不安を感じる方も多いです。 

海外での臨床試験ではワクチンの有効性は高

いことが期待されています。ワクチン接種を希

望する方に早く、安全に行っていけるよう市町

村や保健所、郡市医師会などと情報共有、協力し

ながら進めています。新しい日常の定着ととも

に感染症を気にせず過ごせる日常が早く戻って

くると良いですね。（特別寄稿：小野寺克洋医師） 

 

 

 

岩手県内の新型コロナウイルス感染の状況 

岩手県内の新型コロナウイルス陽性者は、３

月 24 日現在で 591 名です。 

患者の状況(令和 3年 3月 24 日 15 時 00 分)は、 

累計患者数 うち入院・療養

数(重傷者) 

うち退院 

・療養解除 

うち死亡 

591 名 29(0 名) 532 名 30 名 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

患者数 3 16 4 4 167 191 111 58 37

県内の月別コロナ患者数

 

年代 10未 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90以上

男性 8 14 62 32 50 56 36 37 17 7

女性 8 18 41 29 42 44 22 19 32 17

合計 16 32 103 61 92 100 58 56 49 24

県内の年代別コロナ患者数（単位：人）

 

 

寄り道 グルメ編：奥州はっと(すいとん) 

 小麦粉を練り熟成

させて薄くのばした

生地を茹で上げた「は

っと」は、伊達藩領主

から食べることを禁止された

「ご法度(ごはっと)」からの語

源。金色に輝く『黄金はっと』

を食すればその理由がわかり

ます。 

『奥州はっと』提供店は、奥州

商工会議所ホームページをご覧ください。

『SYOHEI ニュース』は市医師養成事業関係者の情報紙です。 

令和 3 年 3 月 25 日発行 奥州市医療局医師確保推進室 

〒023-0053 奥州市水沢大手町 3-1 TEL0197－25-3833 

 



奥州自慢コーナー：旧岩谷堂共立病院 

奥州市江刺岩谷堂にある「旧岩谷堂共

立病院」は、1875 年、今から 146 年

前の明治 8 年 1 月に岩手県初（当時は

水沢県）の西洋医学における総合病院と

して開院しました。 

院長は旧白河藩士で江戸で蘭学を学

んだ横田信行を迎え、一般医療と共に郡

内漢方医師再教育の医学所でもありま

した。 

開院の前年、明治 7 年 7 月に竣工の                    

この建物は、地元の大工棟梁及川東助の

手によるもので、楼閣様式をもって擬洋風病院施設に応えようとした設立関係者の創意

と、それを具現化した地元棟梁の堅実な技法がうかがえます。 

経営難により、明治 11 年には病院としての

役割を終えていますが、閉院後は磐井治安裁判

所岩谷堂支所及び登記所、岩谷堂尋常小学校の

仮校舎、岩谷堂町役場、江刺町役場、江刺市役

所など公共建築としての役割を担って今日ま

で存続してきました。 

 昭和 54 年 2 月には、明治初期における新

しい西洋医学に対応した病院建築の様式を伝

えるものとして岩手県の有形文化財に指定され、保存修理工事が行われた昭和 57 年以

降は、明治記念館として活用されていましたが、歴史的建造物として適切に管理・公開す

るため、平成 26 年 4 月から「岩手県指定有形文化財 旧岩谷堂共立病院」として公開し

ています。 

 この建物は、戦後のラジオドラマ菊田

一夫原作「鐘の鳴る丘」のモチーフなった

とも言われ、4 階の塔屋からは菊田が疎開

で身を寄せた及政旅館を望むことができ

ます。 
 

旧岩谷堂共立病院 

所在地 奥州市江刺南町 4－8 アクセス：JR 水沢江刺駅から車で 10 分 

定休日 火曜日（祝日の場合翌日）、冬期間（11 月 16 日～3 月 19 日） 

公開時間 10 時 00 分～12 時 00 分 13 時 00 分～17 時 00 分  料金 無料 

問合せ先 旧岩谷堂共立病院 Tel 0197-35-7830 

 

写真：鐘の鳴る丘のモチーフになった旧岩谷堂共立病


